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表 2　本プロジェクトの活動（2014 年 12 月現在）
時期 内容 参加者 トピック 所要時間
2013 年
8 月



















































































取り調査をすること、センターの活動のロジック・モデル（logic model、別名 program 
theory）（8）をセンターの教員全員とともに考えることを勧め、その提案は受け入れられた。
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評価の適用は必然である」Scientiﬁ c approaches to language, Vol.11, 241-252








 http://www.icu.ac.jp/about/info/selfstudy.html　（2015 年 1 月 31 日アクセス）
国際教養大学（2013a）『2013 年度　自己点検・評価報告書』
 http://web.aiu.ac.jp/about/disclosure_info/evaluation　（2015 年 1 月 31 日アクセス）
国際教養大学（2013b）Akita International University External Evaluation Report, 








大学 IR コンソーシアム　http://www.irnw.jp/memberslist.html （2015 年 1 月 31 日アク
セス）
大学評価・学位授与機構「シンポジウム・セミナー」
 http://www.niad.ac.jp/n_kenkyukai/index.html　（2015 年 1 月 31 日アクセス）
大学評価・学位授与機構「大学機関別認証評価」
 http://www.niad.ac.jp/n_hyouka/kokuritsu/1180124_926.html（2015 年 1 月 31 日ア
クセス
田中望（1988）『日本語教育の方法――コース・デザインの実際』凡人社
田丸淑子・竹内明弘・石田敏子（2007）『平成 17 年度～ 18 年度化学研究費補助金「日
本の大学における日本語教育プログラム評価の評価基準の試作とその試行」報告書』
東京外国語大学留学生日本語教育センター（2010）『外部評価報告書』
 http://www.tufs.ac.jp/common/jlc/　（2015 年 1 月 31 日アクセス）
日本学術振興会「スーパーグローバル大学創成支援　審査結果」
 http://www.jsps.go.jp/j-sgu/h26_kekka_saitaku.html　（2015 年 1 月 31 日アクセス）
－ 41 －
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年 1 月 31 日アクセス）
龍慶昭・佐々木亮 (2005)『大学の戦略的マネジメント - 経営戦略の導入とアメリカの大
学の事例』多賀出版
Patton, M.Q.(1997). Utilization-Focused Evaluation, Thousand Oaks: Sage Publication.
（長尾眞文等訳の日本語版は第三版に基づいて 2001 年に発行。『実用重視の事業評価
入門』清水弘文堂書房）
※ 本研究は平成 23-27 年度科学研究費補助金（基盤研究（C））（25370599）の助成を受
けている。
